
老
中
水
野
忠
邦
、
下
野
に
来

き
た

る 

天
保
十
三
年
正
月
「
当
寅
御
用
留
覚
帳
」
（
当
館
寄
贈 

坂
本
治
家
文
書
五
四
八
） 

                               

（
以
下
略
） 

 



【
釈
文
】 

覚 

以
廻
文
得
御
意
候
、
然
者
今
般 

御
老
中
水
野
越
前
守
様
被
為
遊 

御
通
行
候
ニ
付
、
村
々
人
馬
詰
合
之
砌
り 

才
料
并
人
足
等
迄
御
趣
意
之
趣
ハ 

不
及
申
ニ
、
衣
類
帯
其
外
花
美
之 

品
決
而
不
相
用
相
当
り
之
衣
類 

着
用
ニ
而
詰
合
可
被
成
候
、
喧
𠵅
口
論 

都
而
相
騒
敷
義
無
之
候
様
相
心
得
、 

御
継
立
之
砌
り
高
聲
ニ
而
荷
物 

取
合
等
致
候
義
ハ
以
之
外
不
冝
候
間
、 

才
料
附
添
罷
在
差
図
ヲ
受
、 

不
調
法
之
儀
出
来
不
申
候
様
御 

継
立
大
切
ニ
可
被
成
候
、
右
之
段
御
普 

請
役
石
川
定
之
丞
様
ゟ
厳
重 

御
内
意
助
郷
村
江
も
不
洩
様
可 

相
達
被
仰
聞
、
殊
ニ
八
州
御
取
締
様 

ゟ
も
別
段
御
沙
汰
も
有
之
候
間
、 

才
料
出
会
迄
も
右
之
御
達
し
言 

争
不
仕
様
具
ニ
御
申
聞
御
遣
し 

  
 



【
大
意
】 

廻
文
（
回
覧
用
の
文
書
）
に
よ
っ
て
同
意
を
得
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
度
、
水
野
越

前
守
様
（
水
野
忠
邦
）
が
お
通
り
に
な
る
の
で
、
村
々
の
人
や
馬
が
宿
に
詰
め
る
に
あ
た

っ
て
、
才
料
（
宰
領
：
監
督
者
）
や
人
足
に
対
し
て
は
言
う
に
及
ば
な
い
が
、
衣
類
、
帯

な
ど
に
華
美
な
も
の
は
決
し
て
着
用
せ
ず
、
相
応
の
衣
類
を
着
用
し
て
詰
め
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。
喧
嘩
や
口
論
と
い
っ
た
騒
ぎ
も
な
い
よ
う
心
得
、
荷
物
を
継
ぎ
送
り
す
る

際
に
大
き
な
声
を
出
し
て
荷
物
を
取
り
合
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
才
料
の
指
示
を
受
け

て
不
調
法
の
な
い
よ
う
に
丁
寧
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

こ
の
こ
と
は
、
御
普
請
役
石
川
定
之
丞
様
か
ら
厳
重
に
内
意
を
受
け
て
助
郷
村
に
も
も

れ
な
く
伝
達
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
、
八
州
御
取
締
様
（
関
東
取
締
出
役
）
か
ら
も
御
沙
汰

が
あ
っ
た
の
で
、
才
料
他
、
関
係
者
が
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
言
い
争
い
な
ど
し
な
い
よ
う

に
よ
く
言
い
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。 

  

【
史
料
の
説
明
】 

 

本
史
料
は
、
河
内
郡
幕
田
村
名
主
が
記
し
た
御
用
留
で
す
。
こ
の
御
用
留
に
は
領
主
で

あ
る
宇
都
宮
藩
か
ら
出
さ
れ
た
廻
状
等
が
書
き
留
め
ら
れ
て
お
り
、
領
主
か
ら
出
さ
れ
た

指
示
等
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

本
史
料
は
、
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
に
記
さ
れ
た
御
用
留
で
す
が
、
老
中
水
野
忠



邦
が
下
野
国
に
来
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
忠
邦
が
下
野
国
に
来
た
理
由
は
、
翌
天

保
十
四
年
に
予
定
さ
れ
た
将
軍
の
日
光
社
参
の
準
備
の
た
め
で
す
。
将
軍
の
日
光
社
参
は

六
十
七
年
ぶ
り
の
こ
と
で
し
た
。
天
保
の
改
革
で
質
素
倹
約
を
打
ち
出
し
て
い
る
幕
府
が

膨
大
な
費
用
が
か
か
る
社
参
を
行
う
目
的
は
、
幕
府
の
権
力
の
回
復
を
ね
ら
う
た
め
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
廻
状
で
は
、
忠
邦
が
下
野
国
を
通
行
す
る
際
の
注
意
事
項
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

華
美
な
衣
類
等
の
禁
止
、
喧
嘩
等
の
禁
止
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
天
保
の
改
革
で
は
、
奢

侈
の
禁
止
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
廻
状
か
ら
も
改
革
の
一
端
を
う
か
が
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
華
美
な
衣
類
等
を
禁
止
す
る
背
景
に
は
、
当
時
の
人
々
が
そ
の
よ
う

な
衣
類
等
を
用
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

 

本
史
料
は
天
保
の
改
革
の
中
心
で
あ
っ
た
水
野
忠
邦
の
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
授
業
で

は
生
徒
の
興
味
・
関
心
を
高
め
る
教
材
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
水

野
忠
邦
が
下
野
国
に
来
た
こ
と
を
導
入
と
し
て
、
改
革
の
内
容
を
学
ぶ
題
材
と
し
て
の
使

用
も
可
能
で
す
。 

 

こ
の
史
料
を
使
用
し
た
授
業
の
展
開
例
に
つ
い
て
は
、
栃
木
県
立
文
書
館
発
行
『
学
校

教
材
史
料
集
』
第
九
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

な
お
、
史
料
の
転
載
等
を
ご
希
望
の
方
は
、
文
書
館
ま
で
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。 


